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○○○○ 報 告 第報 告 第報 告 第報 告 第 １１１１ 号 及号 及号 及号 及 びびびび 報 告 第報 告 第報 告 第報 告 第 ２２２２ 号号号号     

 

平 成 26年 第 ２ 回 伊 佐 市 議 会 定 例 会 の 開 会 に あ た り 、報 告

２ 件 に つ い て 説 明 い た し ま す 。  

 

報 告 第 １ 号 「 平 成 25 年 度 伊 佐 市 一 般 会 計 予 算 繰 越 明 許

費 繰 越 計 算 書 」 に つ い て 説 明 い た し ま す 。  

本 件 に つ き ま し て は 、障 害 者 介 護 給 付 事 業 、子 育 て 支 援

事 業 、家 畜 飼 養
し よ う

管 理 施 設 整 備 事 業 、農 地 管 理 事 業 、森 林 整

備・林 業 木 材 産 業 活 性 化 推 進 事 業 、市 道 維 持 管 理 事 業 、一

般 管 理 道 路 新 設 改 良 、過 疎 債・ 路 線 整 備 事 業 、辺 地 債 ・路

線 整 備 事 業 、社 会 資 本 整 備 総 合 交 付 金 事 業 、浸 水 対 策 道 路

整 備 事 業 、中 学 校 大 規 模 改 修 事 業 、農 地・農 業 用 施 設 災 害

復 旧 事 業 、 市 単 独 土 木 災 害 復 旧 事 業 、 以 上 14 事 業 の 総 額

９ 億 8,1 8 3 万 1 千 円 の う ち ８ 億 9,3 8 6 万 ８ 千 円 を 平 成 26

年 度 に 繰 り 越 し ま し た の で 、地 方 自 治 法 施 行 令 第 146 条 第

２ 項 の 規 定 に よ り 繰 越 計 算 書 を 調 製 し 、こ こ に 報 告 す る も

の で あ り ま す 。  

 

次 に 、報 告 第 ２ 号「 菱 刈 泉 熱 開 発 有 限 会 社 経 営 状 況 」に

つ い て 説 明 い た し ま す 。  

 

第 19期 事 業 報 告 書 の １ ペ ー ジ を お 開 き く だ さ い 。当 期 の

概 要 に つ い て 説 明 い た し ま す 。  

平 成 26年 ３ 月 末 の 給 湯 先 件 数 は 、【 や ま び こ 荘 】 が 経 営

統 合 さ れ た こ と に よ り 前 期 末 よ り １ 件 減 の 20件 で あ り ま

す 。 給 湯 量 は 、 前 期 末 よ り 毎 分 10ℓ 減 の 毎 分 1,1 3 5 ℓ で あ

り ま す 。  

 

 次 に ２ ペ ー ジ の 、 貸 借 対 照 表 に つ い て 説 明 い た し ま す 。 

ま ず 、資 産 の 部 は 、流 動 資 産 に 預 金 451万 2, 9 4 5円 及 び 売 掛
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金 ４ 万 2,0 0 0円 の 合 計 455万 4, 9 4 5円 と な り ま す 。 負 債 及 び

資 本 の 部 に つ い て は 、流 動 負 債 に 未 払 費 用 20万 円 及 び 未 払

法 人 税 等 13万 4,6 0 0円 、 資 本 金 に 300万 円 、 当 期 利 益 に 122

万 34 5円 の 合 計 455万 4, 9 4 5円 で あ り ま す 。  

 

次 に ３ ペ ー ジ の 損 益 計 算 書 に つ い て 説 明 い た し ま す 。  

営 業 損 益 の 部 の 売 上 高 は 、 旅 館 等 に 給 湯 し て い る 湯 料 で

341万 3, 8 0 0円 で あ り 、こ れ か ら 売 上 原 価 302万 9, 4 2 1円 及 び

一 般 管 理 費 ９ 万 5,2 0 2円 を 差 し 引 い た 営 業 損 益 は 28万

9,1 7 7円 の 黒 字 と な っ て お り ま す 。 こ の 営 業 損 益 に 営 業 外

収 益 を 加 え た 経 常 利 益 は 27万 8,0 4 4円 と な り 、 こ れ か ら 法

人 税 及 び 住 民 税 等 13万 4,6 0 0円 を 差 し 引 い た 当 期 利 益 は 14

万 3,4 4 4円 に な り ま し て 、 前 期 繰 越 損 益 を 加 え た 当 期 未 処

分 利 益 は 、 122万 34 5円 で あ り ま す 。  

 

次 に ４ ペ ー ジ の 株 主 資 本 等 変 動 計 算 書 に つ い て 説 明 い

た し ま す 。資 本 金 は 、伊 佐 市 と 菱 刈 鉱 山 が 30株 ず つ の 計 60

株 保 有 し て お り ま す 。 一 株 ５ 万 円 で あ り ま す 。  

利 益 剰 余 金 の 当 期 末 残 高 は 122万 34 5円 、株 主 資 本 合 計 及

び 純 資 産 の 当 期 末 残 高 は 、 422万 34 5円 と な り ま す 。  

 

次 に 、 第 20期 事 業 計 画 書 に つ い て 説 明 い た し ま す 。  

売 上 高 は 341万 6, 0 0 0円 を 見 込 ん で お り ま す 。 原 価 計 は 311

万 6, 0 0 0円 、 一 般 管 理 費 は 11万 円 、 経 常 利 益 は 19万 円 と な

り 、 法 人 税 及 び 住 民 税 等 14万 5,0 0 0円 を 差 し 引 い た 当 期 利

益 は ４ 万 5,0 0 0円 を 見 込 ん で お り ま す 。  

 

以 上 で 報 告 ２ 件 の 説 明 を 終 わ り ま す 。  

    

    

 

 

降  壇  
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○○○○ 議 案 第議 案 第議 案 第議 案 第 30303 03 0号号号号 ～～～～ 議 案 第議 案 第議 案 第議 案 第 3333 8888号号号号     

    

 議 案 第 30 号 か ら 議 案 第 33 号 ま で の「 専 決 処 分 の 承 認 を

求 め る こ と 」 に つ い て 説 明 い た し ま す 。  

 

 ま ず 、 議 案 第 30 号 の 「 伊 佐 市 公 の 施 設 に 係 る 指 定 管 理

者 の 指 定 の 手 続 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 」を

専 決 処 分 し た こ と に つ い て 説 明 い た し ま す 。  

本 件 に つ き ま し て は 、公 の 施 設 を 運 営 す る 指 定 管 理 者 が

諸 事 情 に よ り 施 設 の 運 営 の 継 続 が 困 難 に な っ た こ と に よ

り 、緊 急 に 市 が 自 ら 施 設 管 理 を 行 う 必 要 が あ っ た こ と に 伴

い 、 所 要 の 改 正 を 行 っ た も の で あ り ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 31 号 の 「 伊 佐 市 税 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す

る 条 例 」 を 専 決 処 分 し た こ と に つ い て 説 明 い た し ま す 。  

本 件 に つ き ま し て は 、「 地 方 税 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法

律 」及 び「 地 方 税 法 施 行 令 の 一 部 を 改 正 す る 政 令 」が ３ 月

31 日 に 公 布 さ れ た こ と に 伴 い 、 軽 自 動 車 税 の 税 率 を 引 き

上 げ る こ と 、法 人 住 民 税 の 税 率 を 引 き 下 げ る こ と 、耐 震 改

修 が 行 わ れ た 既 存 建 築 物 に 係 る 固 定 資 産 税 の 税 額 の 減 額

措 置 の 創 設 な ど 所 要 の 改 正 を 行 っ た も の で あ り ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 32 号 の 「 伊 佐 市 国 民 健 康 保 険 税 条 例 の 一

部 を 改 正 す る 条 例 」を 専 決 処 分 し た こ と に つ い て 説 明 い た

し ま す 。  

本 件 に つ き ま し て は 、「 地 方 税 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法

律 」及 び「 地 方 税 法 施 行 令 の 一 部 を 改 正 す る 政 令 」が ３ 月

31 日 に 公 布 さ れ た こ と に 伴 い 、 課 税 限 度 額 を 引 き 上 げ る

こ と 、低 所 得 者 に 対 す る 軽 減 措 置 の 対 象 を 拡 大 す る こ と な

ど 所 要 の 改 正 を 行 っ た も の で あ り ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 33 号 の「 平 成 26 年 度 伊 佐 市 国 民 健 康 保 険
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事 業 特 別 会 計 補 正 予 算 （ 第 １ 号 ）」 を 専 決 処 分 し た こ と に

つ い て 説 明 い た し ま す 。   

本 件 に つ き ま し て は 、 平 成 25 年 度 の 予 算 執 行 に お い て

会 計 年 度 経 過 後 に 歳 入 が 歳 出 に 対 し て 不 足 し ま し た の で 、

地 方 自 治 法 施 行 令 第 166 条 の ２ の 規 定 に よ り 、そ の 歳 入 不

足 額 を 平 成 26 年 度 の 財 源 を も っ て 充 当 す る た め 、 前 年 度

繰 上 充 用 金 600 万 円 を 追 加 す る 措 置 を 講 じ た も の で あ り

ま す 。  

そ の 財 源 と い た し ま し て は 、 平 成 25 年 度 精 算 に 伴 う 前

期 高 齢 者 交 付 金 の 追 加 交 付 額 を も っ て 充 当 し て お り ま す 。 

そ の 結 果 、歳 入 歳 出 予 算 の 総 額 に そ れ ぞ れ 600 万 円 を 追

加 し 、 歳 入 歳 出 の 総 額 を 43 億 8, 7 2 0 万 円 と す る も の で あ

り ま す 。  

 

以 上 ４ 件 に つ い て は 、特 に 緊 急 を 要 す る た め 、議 会 を 招

集 す る 時 間 的 余 裕 が な い こ と が 明 ら か で あ る と 認 め た の

で 、地 方 自 治 法 第 179 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 、専 決 処 分 し

た も の で 、同 条 第 ３ 項 の 規 定 に よ り 、こ れ を 報 告 し 、承 認

を 求 め る も の で あ り ま す 。  

 

次 に 、議 案 第 34号『 平 成 26年 度 伊 佐 市 一 般 会 計 補 正 予 算

（ 第 １ 号 ）』 に つ い て 説 明 い た し ま す 。  

 

今 回 の 補 正 は 、 地 域 医 療 支 援 に か か る 経 費 の ほ か 、 国 、

県 の 補 助 事 業 費 の 内 定 等 に 伴 う 措 置 に つ い て 所 要 の 措 置

を 行 っ て お り ま す 。  

 

補 正 の 主 な 内 容 に つ い て 歳 出 か ら 順 次 説 明 い た し ま す 。 

 

ま ず 、総 務 費 は 、屋 外 無 線 放 送 設 備 に か か る 経 費 を 新 た

に 措 置 し 、民 生 費 は 、子 育 て 支 援 計 画 策 定 及 び 就 労 自 立 給

付 金 に か か る 経 費 を 新 た に 措 置 し て お り ま す 。  
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衛 生 費 は 、 布 計 鉱 山 鉱 害 防 止 事 業 に 追 加 の 措 置 を 講 じ 、

地 域 医 療 支 援 及 び 一 般 廃 棄 物 処 理 に 伴 う ご み 袋 販 売 手 数

料 に か か る 経 費 を 新 た に 措 置 し 、労 働 費 は 、鹿 児 島 県 緊 急

雇 用 創 出 事 業 臨 時 特 例 基 金 に よ る 地 域 人 づ く り 事 業 に か

か る 経 費 を 新 た に 措 置 し て お り ま す 。  

 

農 林 水 産 業 費 は 、畜 産 基 盤 再 編 総 合 整 備 事 業 及 び 多 面 的

機 能 支 払 交 付 金 に か か る 経 費 に 追 加 の 措 置 を 講 じ 、商 工 費

は 、ひ し か り 交 流 館 及 び 菱 刈 パ ー ク ゴ ル フ 場 指 定 管 理 に か

か る 経 費 に つ い て 所 要 の 措 置 を 講 じ て お り ま す 。  

 

消 防 費 は 、消 防 団 詰 所 整 備 に か か る 経 費 に 追 加 の 措 置 を

講 じ 、教 育 費 は 、文 化 会 館 の ア ス ベ ス ト 除 去 に か か る 経 費

に 追 加 の 措 置 を 講 じ て お り ま す 。  

 

以 上 、歳 出 に つ い て 説 明 い た し ま し た が 、こ れ ら の 財 源

に つ き ま し て は 、 使 用 料 及 び 手 数 料 、 県 支 出 金 、 繰 入 金 、

諸 収 入 及 び 市 債 を も っ て 充 当 し 、国 庫 支 出 金 に つ い て は 減

額 の 措 置 を 講 じ て お り ま す 。  

 

こ の 結 果 、歳 入 歳 出 予 算 の 総 額 に 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ １ 億

6,0 2 8万 ６ 千 円 を 追 加 し 、 歳 入 歳 出 予 算 の 総 額 を 歳 入 歳 出

そ れ ぞ れ 162億 6, 0 2 8万 ６ 千 円 と す る も の で あ り ま す 。  

 

こ の ほ か 、債 務 負 担 行 為 で は 、ひ し か り 交 流 館 及 び 菱 刈

パ ー ク ゴ ル フ 場 指 定 管 理 委 託 と 土 木 積 算 シ ス テ ム 賃 貸 借

料 の ２ 件 を 追 加 し 、中 学 校 ス ク ー ル バ ス 運 行 事 業 に つ い て

限 度 額 の 変 更 を 行 う 措 置 を 講 じ 、地 方 債 で は 、学 校 教 育 施

設 等 整 備 事 業 、緊 急 防 災・減 災 事 業 及 び 公 営 住 宅 建 設 事 業

に つ い て 限 度 額 の 変 更 を 行 う 措 置 を 講 じ て お り ま す 。  
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次 に 、議 案 第 35号「 伊 佐 市 交 通 安 全 対 策 会 議 条 例 の 一 部

を 改 正 す る 条 例 」 の 制 定 に つ い て 説 明 い た し ま す 。  

 本 件 に つ き ま し て は 、交 通 安 全 対 策 基 本 法 の 一 部 改 正 に

伴 い 、 所 要 の 改 正 を 行 う も の で あ り ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 36号 「 伊 佐 市 廃 棄 物 の 適 正 処 理 、 減 量 化 、

資 源 化 等 に 関 す る 条 例 」 の 制 定 に つ い て 説 明 い た し ま す 。 

 本 件 に つ き ま し て は 、廃 棄 物 の 適 正 処 理 、減 量 化 、資 源

化 等 を 推 進 し 、循 環 型 社 会 の 形 成 、生 活 環 境 の 保 全 及 び 公

衆 衛 生 の 向 上 を 図 る た め 、「 伊 佐 市 廃 棄 物 の 処 理 及 び 清 掃

に 関 す る 条 例 」 の 全 部 改 正 を 行 う も の で あ り ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 37 号 「 ひ し か り 交 流 館 及 び 菱 刈 パ ー ク ゴ

ル フ 場 の 指 定 管 理 者 の 指 定 』 に つ い て 説 明 い た し ま す 。  

 本 件 に つ き ま し て は 、「 伊 佐 市 公 の 施 設 に 係 る 指 定 管 理

者 の 指 定 の 手 続 等 に 関 す る 条 例 」 の 規 定 に 基 づ き 、「 株 式

会 社 鍋 倉 工 務 店 」を 指 定 管 理 者 と し て 指 定 し 、指 定 期 間 を

平 成 26 年 10 月 １ 日 か ら 平 成 29 年 ９ 月 30 日 ま で の ３ 年 間

と し た い の で 、「 地 方 自 治 法 第 244 条 の ２ 第 ６ 項 」 の 規 定

に よ り 、 議 会 の 議 決 を 求 め る も の で あ り ま す 。  

 

 次 に 、議 案 第 38号「 市 道 路 線 の 認 定 」に つ い て 説 明 い た

し ま す 。  

 認 定 路 線 の 「 上 新 町 東 線 」 は 、 延 長 3 3 0ｍ 、 幅 員 ４ ｍ か

ら ５ ｍ の 路 線 で 、 国 道 267号 木 ノ 氏 バ イ パ ス と 農 道 大 田 山

野 線 を 結 び 、地 域 住 民 の 交 通 の 利 便 性 が 向 上 し 公 益 性 が 図

ら れ る こ と か ら 重 要 な 路 線 で あ る た め 、市 道 の 認 定 を お 願

い す る も の で あ り ま す 。  

 同 じ く 認 定 路 線 の 「 湯 之 尾 北 俣 線 」 は 、 延 長 8 4 6ｍ 、 幅

員 ４ ｍ の 路 線 で 、 市 道 湯 之 尾 築 地 線 と 市 道 北 俣 線 を 結 び 、

地 域 住 民 の 交 通 の 利 便 性 が 向 上 し 、災 害 時 の 迂 回 路 と し て

も 重 要 な 路 線 で あ る た め 、市 道 の 認 定 を お 願 い す る も の で
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あ り ま す 。  

 

以 上 、議 案 ９ 件 に つ い て 説 明 い た し ま し た が 、よ ろ し く

御 審 議 賜 り ま す よ う お 願 い 申 し 上 げ 、提 案 理 由 の 説 明 を 終

わ り ま す 。  

 

 降  壇  


